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ポイント  

Ø 地球の表層温度は高温（太古代 30 億年前、約 75℃）から次第に低下してきた。	
Ø これまでは、地球表層温度の推定はできなかった。	
Ø 光合成生物の祖先タンパク質を復元して過去の地球表層温度を推定した。	

	

■概要■	

東京薬科大学生命科学部の山岸明彦教授、横堀伸一講師は早稲田大学人間科学学術院の赤

沼哲史准教授、カリフォルニア大学ロサンゼルス校のショップ教授、ガルシア氏（大学院生）

との共同で地球の表層温度の変遷史を明らかにし、その論文が米国科学アカデミー紀要に掲

載されるのに先立ち、オンライン版（４月１７日の週）に掲載されます。	

	 この研究グループは、陸上植物や海や湖などの光が届く表層に生育する光合成生物（シア

ノバクテリア）の系統樹を作製して、その祖先生物が持っていたタンパク質（ヌクレオチド

二リン酸キナーゼ）の配列を推定しました。その祖先生物のタンパク質の耐熱性を調べるこ

とから、地球の表層温度は太古代（30 億年前）には高温（約 75℃）でそれが古生代デボン紀

（4.2 億年前）には約 35℃と次第に低下してきたことが明らかとなりました。	

	 これまで、地球の表面温度は岩石中の酸素やケイ素の同位体比から推定されていましたが、

その岩石が必ずしも地球の表面で形成されたとは限らず地球の表面温度を反映しない可能性

が指摘されていました。また、祖先生物のタンパク質を再現する実験も行われていましたが、

やはり祖先生物の生育環境が海底熱水噴出孔など、必ずしも地球表層の温度を反映しない可

能性がありました。そこで、今回の解析では陸上植物や水圏表層に生育するシアノバクテリ

アの祖先タンパク質を推定して作製し、その耐熱性から地球表層の温度を推定しました。	

	 この研究は、系統樹から祖先生物タンパク質を再生することで過去の地球環境を推定する

技術を持つ東京薬科大学、早稲田大学のグループと、地球最古の化石の発見者でもある著名

な米国地質学者ショップ教授のグループとの共同研究で得られた成果です。（別紙参照）	
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（新聞掲載は、4 月 18 日朝刊以降、解禁となります。）	

■発表者■	 東京薬科大学	 生命科学部	 極限環境生物学研究室	

山岸明彦	 E-Mail：yamagish@toyaku.ac.jp					TEL：042-676-7139	

■お問い合わせ	

東京薬科大学	 総務法人広報課	

TEL:042-676-1649     E-mail:kouho@toyaku.ac.jp

〒192-0392	 東京都八王子市堀之内 1432-1	

地球の表層温度は太古代（30億年前）には高温（約 75℃）で、古生代デボン紀（4.2
億年前）には約 35℃と次第に低下してきたことが、陸上植物やシアノバクテリアの祖
先タンパク質耐熱性解析から明らかとなった。	

	

解禁時間（ﾃﾚﾋﾞ、ﾗｼﾞｵ、WEB）：2017 年 4 月 18 日（火）午前 4 時（日本時間） 

（新聞）         ：2017 年 4 月 18 日（火）付朝刊 
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別紙	

	

添付資料	

解説図	：地球の表層温度は太古代（30 億年前）には高温（約 75℃）で、古生代デボン紀（4.2 億年前）

には約 35℃と次第に低下してきた	
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